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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

●
Beitrtigez町KhnikderTuberkuloseB己84,H.6,1934.

閉鎮 管呼 吸 ノ問題 二就 テ ノ研 究

WernerSega11(Hamburg):

UntersuchungenzurFragederTotraumatmung。

1)閉 鎮 管 ニ ヨル呼 吸 ノ標 準 検 査成 績 二於 テ ハ、生 理

的 ノ大 イ サ ハ實 際 ノ値 トL・致 シナ イ。

2)同 型 二作 レル閉 鎮 管 ヲ用 フル 時 ハ、閉鎮 管 ノ大d

サ ト、1分 間 ノ呼 吸 量 トハ 「グ ラ フJ二 書 ケ バー 直線 ヲ

ナ ス、

3)此 ノ原 理 ニ ヨ リ 實 際 上 ノ 閉 鎮 管 ノ大 イ サ ヲ 測 ル

ー 新 法 ヲ案 出 セ リ。

4)閉 鎮 管 呼 吸 ニ ヨル 、 呼 吸上 昇 へ 唯 閉 鎮 管 中 ノ炭

酸 瓦 斯 密 度 ノ高 度 ニ ヨ ル、呼 吸 瓦斯 中酸 素 ノ鉄 乏 ・・何

等 相 關 セ ヌ。

5)與 ヘ ラ レタル例 二於 ケ ル、閉 鎖 管 作用 ノ総 和 ハ、

機 械 的 抵 抗 ノ降 下 ニ ヨ)ソテ表 バ レル。

6)肺 臓 ノ機 能 検 査 ノ 目的 二用 フ ル、閉鎮 管 ノ貢 荷 試

験 ハ各 個 人 ニ ヨ リ異 ル。

a)閉 鎮管 ノ大 小 及 ビ呼 吸 籔 ヤ 呼 吸 量 二3ツ テ異

♪Ve

b)叉 呼吸 ノ深 淺 ニ ヨツテ モ 左右 サ レル、 夫v故

二 呼 吸 ニ ヨル機 能 楡 査 ハ、共 ノ時 ノ1分 間 内 ノ呼

吸 量 二比 例 ス ル。

7)吸 氣 ノ際 呼 吸 道 上 二障 碍 ノア ル時 ハ、一 部 ハ直 二

明 ニ ナ,レ、 夫 レノ・閉 鎖 管 内 ニ ア ル 空 氣 ノ大 量 ナル事

9リ 明 ナ リ。(三 紳 抄)

Sanekrysin及 ビSolganalニ ヨル肺 結 核 治 療 ノ

新 知 見

W.Sch◎ene(Ziege轟 掘s):NeuereErfahrungenmit

SanokrysinundS◎1ganalbeiderBehandluRgder

LungeRtuberkulose・

1)患 者 ノ多 数 が金 二封 ス ル過 敏 性 ノ結 果 、例 ヘ バ 時

二植 物 性 紳 経 等 二於 テ見 ル事 ガア ル標 二、凡 テ ノ器 宜

ガ異 状 ノ反 磨 ヲ呈 ス ル標 ナ場 合 ニ ハ、使 用 二適 サ ヌ、

故 二斯 ル患 者 ニハ 極 メ テ小 量 ヨ リ 始 メテ,早 期 二適 、

不 適 ヲ定 メ誤 ナ カ ラ シム。

2)SanekrysinモSolganalモ 油}伏 ノ マ ・用 フ1レb、

往 々腎臓 ヲ悪 クス ル恐vア リ。 此 ノ場 合 ハ1、2週 間

ニテ振 復 ス レ ドモ、 猫 良 ク観 察 ス ル 要 ア リ。

3)是 等 ノ治 療 的 敷 果 ハ、之 ヲ使用 ス 」レ前 数 ケ 月 間使

用 セ ル、他 ノ封 症 療 法 ト大盟 異 ラ ズ、 唯1、2例 寝 出

型 攣 化 ノア リ シ患 者 ニノ・明 二奏 数 シタ 檬 二思 ノ・レル。

肺 症 状 ノ悪 化 ノ・使用 量 二注 意 ス レバ避 ケ ラ レル。

4)金 製 刺 療 法 ノ場 合 ハ 患 者 ヲ連 績 観 察 ス ベ ク、外 來

的 二使 用 ハ避 ク ベキ ナ リ.(三 憩 抄)

肺 膿 内墜 塑 化 ニ ヨル心 臓 搏 動 ノ遅 速

H.Hengstmann(Hamburg):DieAbh釜ngigkeitder

HerzfrequenzvonintrapulmonaleRDruckschwankun・

geR・

呼 吸 ニ ヨル不 整 脈 帥 チBaiRbridge及 ビHilton氏 ノ

呼 吸 ノ際 二生 ズ ル 肺 臓 内 屋 ノ 墾 化 ノ爲 二 生 ズ ル不 整

脈 ノ所 謂 ヲ知 ラ ソ ト欲 ン、且 ツ著 者 ハ人 工 的 二作 レル

高 イ肺 臓 内瞳 ノ髪 化 ガ、呼吸 ニ ヨル不 整 脈 ノ眞 ノ大 イ

サ ニ何 ノ程 度迄 、及 ビ之 が呼 氣 力吸 氣 ノ何 レ ニ關係 ア

ル ヤ ヲ研 究 セ リ。

1)21人 二就 テ李 静 ノ 時 ト、 呼 吸 道 ヲ 閉 塞 シテ、 呼

吸 ヲ困難 ナ ラ シメ テ呼 吸 シ タ時 トヲFleisch氏 ノ脈 波

計 ニ テ搏 動 籔 ヲ見 タ ノレニ、

2)10人 ハ 吸 氣 ノ 初 メ ニ 呼 吸性 不整 脹 ア リ。4人 ハ

呼氣 ノ初 メ ニ4人 ハ吸 氣 ノ中央 ニ テ、1人 ハ版 搏 硬

直 ヲ、2人 ハ強 イ 内駆 ノ 攣化=テ 、 全 〃不 整 ニ ナ ツ

タ。

3)21人 中14人 ハ不 整 ニナ ル ノ ミナ ラ ズ、 脈 搏 緩 慢

トナVリ 、5人 ハ高 歴 ニ シタ ノデ ハ ナ 久 唯 呼 吸 量 ヲ
ま

増 シタ ノ ミニテ、 呼 吸 性 不 整 脈 甚 シ クナ レ リ。叉 呼 吸 ・

量 ヲ減 少 シタ ノ ミニ テ2人 ハ脈 搏 微 弱bナvリ 。

4)大 盟 二於 テ肺 臓 内趣 攣 化 ノ爲 二、心 臓 搏 動 ハ鯨 リ
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甚 シク影 響 サ レ ズ.之 ニ ハ他 ユ 何 等 カノ 素 因 アル ラ

シ.(三 紳 抄)

肺 膿 ノ非典 型 的 漫性 炎衝 ノ1例

WilhelmHeesen(WinterkasteB)EinFallvonaty・

pischerchrenischerEntzindungderLunge.

著 者 ハ 腸球 菌 肺炎 ノ1例 二就 テ、特 徴 ア,レ症 状 ヲ報 告

ス。 再 號 的 二 繰 り返 ヘ シテ 慢 性 デ、 歴 二急 性 ノ事 ア

リ.叉 肋膜 炎標 ニ テ肺 二浸 潤 ノ來 ル事 ア リ.咳 漱 、腐

敗 性 喀 疲、高 熱 、血 膣 降 下 等 一般 症 状 悪 シ、渡 潤 ハ所 々

二移 動 シ、其 ノ度 二症 状 悪 ス ル モ亦 直 二恢 復 ス。 之 ハ

Gerhartz氏 ノ云 フ 腸球 菌肺 炎 ト云 フモ ノ デ、 良 性 ノ

モ ノナ ラ ソ。晋 々ハ常 二斯 ル モ ノ ヲ見 テ居 ル ラ シ。 即

チ原 因 明 ナ ラ ズ.肺 結 核 トシテ診 噺 ス ル モ、喀 疲 ニ ハ

唯 腸 球 菌 ノ ミ謹 明 サ ル ・モ ノニ テ、左 程 稀 ノモ ノ ニ テ

ハ 無 カ ラ ソ.(三 紳 抄)

結 核 患者 ノ多 汗 症 及 ビ植 物 性 紳 纒 陸碍 ワ虞 置

Grund熟er(G6rberSdorfinSchles)VberdieBek5m,

pfUmgderHyperhidrosisundsonstigervegetativer

St6ruRgenbeiPhthi§ikem.

肺 結 核 患 者 ノ 結 核 菌 毒 素 中毒 ノ 爲 ノ多汗 症 及 ビ 植 物

性 紳 経 ノ障碍 ヲ治 療 ス ル ニ ・・Bellafelin及 ビErgot-

aminト 中櫃 紳 輕 鎭静 飼 ナ ルLuminal(phenylathylb・

arbitursaure)ヲ 併 用 ス ル が ヨ シ。 著 者 ハ50例 ノ結 核

患 者 二新製 瑚Bellergalヲ 使 用 シテ、 常 ニ ア ル 多 汗
の

症 二良 ク奏 数 ス ル ノ ミナ ラズ、頑 固 ナ盗 汗 ニ モ結 果 良

ク、 全 ク 盗 汗 ヲ 訴 ヘ ヌ ニ至 ル。 肺 疾 患 ノ ミナ ラ ズ、

凡 テ結 核 毒 素 ノ中毒 症 状 ヲ 現 ハ ス モ ノハ、 心臓 及 ビ

胃 腸 障 碍 等 一 般 植物 性紳 経 ノ 過 敏 症 ニ ハ 使 用 シテ数

ア リ、(三 紳 抄)

胸 廓僥 灼 術後 ノ合 併 症

P.G.Schmidt(Rostock):Komplikationennach

eiRerThorakokaustik.

一 患 者 ヲ胸 廓嶢 灼術 ヲナ セ ル ニ、焼 灼 術 ヲナ セ ル場 所

ノ抵 抗 力減 少 ノ爲=、 術 後5ケ 月 ニ テ膿 胸 ヲ作 リ、 外

部 へ 穿 孔 シ タ が、之 レヲ洗潅 シテ ル 間 二械 復 シテ、部

分 的 二閉鎮 シ、此 ノ鮎 二氣 胸 ヲ作 レ リ。 後 再 ピ穿 孔 シ

テ、 混 合 傳染 ノ爲膿 胸 ヲ作 リ シが、此 ノ壁 ノ厚 クナ リ

シバ 手術 的 二 除去 シテ全 治 セ リ.(三 紳 抄)

良 性 自然 氣 胸 擾 生 二關 スル研 究

KarlHohenner(Leipzig):Untersuchllngenzur

EntstehungdesgutartigenSponta叩neumothorax.

著 者 ハ屍 盟 解 剖 ニ ヨ ツ テ、良 性 ノ自然 氣胸 ヲ検索 シ、
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臨 抹 上 ノ事 箕 ト経 験 的結 論 トヲ比 較 シテ、次 ノ概 念 ヲ

得 タ リ.即 チ肺 臓 ハ其 ノ肺 門 部 力"最モ弱 久 肺 臓 内歴

上 昇 ノ爲 、此 ノ貼 ノ間 質 結 締 織 ノ氣 腫 ヲ來 シ、 途 二良

性 ノ自然 黛胸 ヲ起 ス.此 ノ病 理 的 原 因 トシテ ハ.肺 尖

二於 ケJレ弱 イ製iが搬 痕 ヲ作 ル故 ニ テ、此 ノ黙 ノ肺胞 氣

腫 ト肺 臓 ノ先 天 的崎 形 ニ ヨル、臨 詠 上 ノ症 状 二 於 テハ

肺 臓 二異 状 ナ キ モ ノハ、肺 臓 、 肋 膜 ノ墾萎化 ノ ミニ テノ・

起 リ難 イ.先 天 的 二肋 膜 繊 弱 が ア ツ テ モ登 生 セ ヌ。良

性 ノ自然 氣 胸 ノ原 因 ハ肺 臓 ノ弱 イ ノニ ヨ♪レ、此 ノ肺 臓

弱 ノ原 因 ハ種 々雑 多 ナ リ。家 族 的 二獲 生 ス ル モ ノハ先

天 的肺 臓 崎 形 ニ ヨル モ ノ多 〃、此 ノ時 二 外 的素 因 ノ關

係 ア ツ テ始 マル ナ ラ ソ。

軟 骨肺 尖 硬 結 ノ本態

EnriqueOliva(Madrid):OberdieNaturderCar・

tilagin6senKuppenschwielenderLunge.

著 者 ハ屍 盟 解 剖 ニ テ肺 臓 ヲ薄 ク何 枚 ニ モ切 ツ テ、軟 骨

性 硬結 ノ検 索 二用 ピ タ リ。

1)著 者 ノ研 究 ニ ヨVバ 、 軟 骨 性 硬 結 ハ硅 酸 性 結 節

ハ 有 サ ヌ。

2)健 康 脚 二見 ル 檬 二、成 人 ノ肺 二 ・・炭 粉 色 素 ヤ、硅

酸 粉 未 ハ アル ガ、 髪 化 ノ少 ナ イ淋 巴 腺 ニハ ナ イ。

3)連 績 切 片 ヲ造 ツテ 見 ル ニ、 軟 骨 性 硬結 ノ内、印 チ

肺 臓 ノ搬痕 形 成 ノ内部 ニハ 、何 レ ノ例 二於 テ モ必 ズ小

サナ 壌 疽 性病 竈 ア リ.此 ノ小 ナ ル壌 疽 ニ ヨ ツ テ結 核性

ノモ ノ ト云 フ事 明 ナ リ。(三 紳 抄)

重症 肺 結 核 症 ノ内 科 的 綜 合 療 法

AdolfKutschera・Aichbergen(Graz):Kombinierte

i轟temeTherapieschwererLungentuberkulose.

著 者 ・・市販 ノLopionト 云 フ金 製 繭 ヲ肺 結 核 症 二使 用

シテ、 特 敷 ア リ ト云 フ。帥 チ外 へ 空 洞 ヲ有 ス ル肺 結 核

デ モ。 空 洞 が盤 リ大 キ クナ イナ ラバ 、外 科 的 治 療 ヲナ

サ ズ トモ.消 失 ス ル事 ヲ得 ル。 開 放 性 患 者 ノ喀 疾 モ6

-12ヶ 月 デ 無 菌 ニ ナ ル
e使 用 二當 ッ テ ハ 特 数 ア リb

云 バ レル 生菌 ヲ皮 内 二、叉 「ツベ ンレ〃 リ ソ」皮 内 注 射 ヲ

併 用 ス ル ガ 可 ナ リ。 治 療 ノ圭 眼 トス ル黙 ハ、進 行 性経

過 ヲ トル 浸 出型 結 核 ヲ 結 締 織 組 織 ノ堆 殖 ヲ來 シテ萎

縮 サ ス ナ リ。皮 膚結 核 モ 亦良 結 果 ヲ得 ル、 是 等 ノ治 療

中 ハ、節 制 上 ヨ リモ、 榮 養 上 ヨ リ モ勿論 大 イニ注 意 ス

ペ キ ナ リ。(三 憩 抄)
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Zeitschriftf極rTuberkulose.Bd.67,H.4,1933.

漕 在 性 重 症硅 素海 著 症 ノ急 速 ナ ル 増 悪(結 核 症 ノ

合 併 二依 ツ テ起 リ、 且 割械 ニ ヨル確 認)

Scheidemandel,Frさedrich.Ra§cheEntwicklungvon

latenterzuSchwererSilikose(DurchZusatZtu・

berkulosebedingtuRdExbuieruRgbestatigt)

著 者 ・・塵 挨 勢 働 ノ磨 業 二 依 ッテ、 硅 素 沈 著 症 ノ自然

増 悪 ノ可 能 、 及WatkinsPitchf◎rd,Iehertu.Hifbs-

chmanRノ 意 見 二封 ス ル謹 明 ノ症 例 トシテ、硅 素 沈 著

性 結 核 症 ノ1例 ヲ報 告 シ テ居 ル。

患 者 ハ4S歳 ノ石 工 デ、 病 氣 ノ初 期 ニ ハ 雨側 肺 尖 部 ノ

繊 維性 、硬 化 性 結 核 症 、 及 左 側 心 臓邊 縁 近 クニ大 ナ ノレ

病 竈 ヲ見 タ誘 鯖 後2年 経 過 シテ、硅 素豪雑 性 肺 結 核

症 二罹 ツ タ。病 理 解 剖 ノ結 果 、 肺 氣 腫 ト左 側下 葉 ノ空

洞 様 氣 管 枝 披 張 症 ヲ併 フ著 シ キ 塵 埃 沈 著 肺 デ アツ タ。

死 因 ・・重 篤 ナ ル塵 埃 沈 著 肺 ト思 ・・レ,レ ト.著 者 ノ・コ ノ

例 デ潜 在 性 硅 素 沈 著 症 二、2年 牛 ノ経 過 ノ内 二左 側下

葉 二急 性 二起 ツ タ肺 結 核 症 ノタ メニ、重 篤 ナ ル塵 埃 沈

著 肺 ヲ惹 起 シタ ノデ ア ラ ウ ト強 調 シテ居 ル。

(李 野抄)

照 射 サ レタ ルErg◎sterin食 餌 小量 ヲ與 ヘ タ ル場

合 ノ賓 瞼 的 海 演 結核 ノ刺 戟

HellmuちHaubOld:Stimulierungderexperimentellen

meerschchweinchentuberkul◎sedurchVerftitterung

kleinerDesenbestrahltenErg◎sterins.

著 者 ハ照 射 サ レタ ルErgosterin二 依 ツテ 、石 灰 化 ノ

傾 向 ヲ有 ヌ ル結 核 性 壌 死 二好結 果 ヲ及 ボ ス カ、及 コ ノ

モ ノ ・供 給 二 依 ツ テ 動 物 ノ結 核 ノ経 過 二 影 響 ヲ及 ボ

ス カ ト云 フ2ツ ノ問題 二就 テ實 験 ヲ試 ミタ。

1)實 験 第 一 群 、63匹 ノ結 核 海 狸 ヲ使 用 シ、 各 々9

匹 ヅ ・7組 二分 ケ、9匹 ヲ封 構 二用 ヒ、 各 組 ヲ各2匹

ヅ ・二纏 メ タ。

第1組 ニ ノ・Vigant◎11/100移 繹 液 ヲ使 用 シ、 他 ノ・

1/10」 ヲ使 用 シ タ(1日5滴30日 間)。 第2組 ニ ノ・感

染(各 ノ接 種 日)ノ10日 前 二Viganto1ヲ 與 へ始 メ、

叉 同時 二KaliumSandoz"9與 ヘ タ。 完 全 二生 存 シテ

居 タ 動物 ハ65日 デ殺 シタ。 結 果 トシテVigantolノ

ミヲ與 ヘ タ組 二於 テ ハ結 核 性 機 縛 ノ塘 悪 ヲ 見 タ。重 量

曲 線 ハ始 メ ハ 非 常 ナ減 少 ヲ示 シ、肉眼 的臓 器 所見 モ 同

様 デ ア ツ タ。1/400ノ 組 ・・急 性 ノ経 過 ヲ示 シテ居 ル、

接 種 日前 二Viganto1ヲ 投 與 シ始 メ タ ル組 ・・病 機 ヲ延

長 セ シメ タ様 二見 エタ.Kalkl・Vigantolヲ 供 用 セ

ル場 合 ハ 結核 性 病 憂 ヲ著 シク培 悪 ヌ ル。

2)實 験 第2群 。結 核 海 狸135匹 ヲ コ3組 二 分 ケ テ照

射 サt〃 ルErgosterinノ 種 々 ノ濃 度 ノモ ノ ヲ與 ヘ タ。

e"1/1000力 響 液 迄 ノモ ノ ヲ1同5滴 ヅ'・ 及 ビ・1

組 ニ ハ原 液 ヲ ユ0滴 、40日 問與 ヘ タ.然 ル時 ハ1/500

カラ1/1000ノ 場 合 二結核 性 病 攣 ノ・著 シク刺 戟 サ レル

事 ヲ認 メ タ。

要 ス ル ニ雨 群 ノ實 験 的海 狸 結 核 二U封ス7レ影 響 へ 照 射

サ レタ ルErg◎ster沁 ノ小 量 ノ場 合 デ ア ル ト。

(李 野 抄)

肺結 核 症 二 於 ケ ル 赤 血球 沈隆 速 度 卜血液 像 ノ同

時的 實 瞼

RudolfSturmundA。F.Verti:GleichzeitigeUnter・

suchuRgvonErythrocytensenkungundBlutbildbei

Lungentuberkulose.

著 者 等 ハ肺 結核 患 者75例 二 於 テ121同 二亙 リ赤 血 球

沈 降 速 度 ト血液 像 ヲ 同時 二 観 察 シ病 型 トノ關 係 二就

テ獲 表 ス、 患 者 ノ選 澤 ニ ハ 細 心 ノ注 意 ヲ擁 ヒ肺 結 核

以外 ノ疾 患 ヲ 有 ス ル モ ノハ 之 レヲ 除外 シ叉 月経 週 期

及 妊 娠 等 ガ 赤 血球 沈 降 速 度 及 血液 像 二 影 響 ス ル 故 ヲ

以 テ男 子 ノ ミヲ探 用 シタ。探 血 ハ常 二朝 ノ空 腹 時 二行

u赤 血球 沈 降速 度 ン・Westergren氏 ノ方 法 二血 液 像

ノ・EVOftRemberg氏 ノ分 類 法 二從 ツ タ。 而 シテ血

液検 査 ノ其 都 度 充 分 二打 診 、聴 診 、鵬 温 、膿 重 及 喀 褒 槍

査 ヲ行 ヒ、更 二肺臓 ノ「レ ソ トゲ ソ」撮 影 ヲ行 ツ テ病 勢

及 病 期 ヲ決 定 シタ.

1、 赤 血 球 沈降 速 度 ト血 液 像 トノ相 互 關 係

赤 血球 沈 降 遽 度 ノ李 均 値 ト血 液 像 トハ略 く卒 行 ス ノレ。

血 液 像 ノ増 悪 ト共 二赤 血 球 沈 降 速 度 モ促 進 ス ル コ トが

確 デ ア ルe而 シテ赤血 球 沈 降 速 度 ・・Westergren氏 及

其 ノ他 多 ク ノ追 試 者 ガ認 メル如 ク,最 初 ノ1時 間 ノ値

ガ決 定 的 ナ意 味 ヲ有 ヌ ル事 ヲ確 誰 シタ。然 シ叉2時 間

ノ値 モ1時 間 ノ値 ヲ充 分 二補 足 ス ル慣 値 が ア ル.前 違

ノ如 ク 赤 血球 沈 降 速 度 ノ 拳 均 値 ハ 血 液 像 ト略 ミ李 行

ヌ ル モ高 低 ノ動 揺 が著 シイ カ ラ、全 舅 的反 鷹 ノ標 準 ト

シテ籔 字 二 俵 ツテ ノ ミ剃 噺 ヲ 下 ス ロ トハ 注 意 セ ネバ

ナ ラ ヌ0

2、 肺結核諸型 二於ケル赤血球沈降速度 ト血液像

a、 硬結性肺結核症 二於テハ赤血球沈降速度ハ、1時
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間及2時 間ノ李均値 ハ3及9mmデ 正常値以内 ヲ示

シ、血液像 ハ0及1デ 雨者共ニー一致 シテ良好デ、從ツ

テ臨脈的所見モヨイ。

b、 硬結性壇殖性肺結核症 二於テへ 赤血球沈降速度

及血液像共二硬結性二比シ培悪セル徴ハ見ラレズ。此

ノ型 二於テハ 赤血球沈降速度ノ方ガ血液像 ヨリモ重

要ナ決定ヲ與へ全勇反磨 ヲ忠實二示スモノデアル。然

湘 灘 モ肺優 化二關ス瑚 噺ヲ嘉 モノデアル.

c、 増殖性肺結核症 二於テノ・赤血球沈降速度ハ時間

及2時 間ノ奉均値・・57mm及84mmヲ 示 シ動揺 ノ廣

サガ特二著シクテ1時 間16-1102時 間32-132ヲ

示 シタ。血液像モ0.1.2.3.4a.5b・5ノ 全部 ノ

段階ノ血液像 ヲ見タ。増殖性 ヲ硬結性増殖性二比較ヌ

Vバ 墳殖性 二於テハ赤血球沈降速度ガ著シク促進ス

ル傾向がアル、同ジ様ナ血液像 ヲ有スルモノデモ培殖

性ノモノデハ健進スル關係ガ見ラレタ。

d滲 出性肺結核症二於テハ、赤血球沈降速度ハ1時

間及2時 間ノ李均値 ・・81mm及105mmデ 共 ノ動鑑

範園ハ更二著 ジイ。滲出性 二於テハ2時 間 ノ値ガ1時

間ノ値ヨリモ意味 ガアル如ク思ハレタ。培殖性二比 シ

2時 間ノ値 ガ1時 間ノ頂 ヨリモ著 シク下降 シテヰル。

血液像モ赤血球沈降速度ニー致 シテ墳悪スル。

e、 空洞形成ノナイ早期浸潤 二於テハ、血液像及赤血

球沈降速度ハ爾病的塗牝ハ認メラレナイ。空洞形成 ノ

アル早期浸潤デハ赤血球沈降速度ハ著 シク促進 シ、其

ノ動揺範園が大デアル。血液像ハ0及 ビ4aヲ 示 ス。

空洞形成 ノアル早期浸潤デハ、赤血球沈降速度ガ血液

像ヨリモ病状 ヲ欝リヨク示ヌ、

f、 人工氣胸術ハ赤血球沈降速度及血液像 二良イ影

響ヲ與ヘルモノデアルコ トヲ認メタ。空洞形成ノアル

早期浸潤型ノ患者二人工氣胸治療 ヲ行ツタラ血液像

及ビ赤血球沈降速度・・硬結性 ノソレト殆 ド饗ラナイ

結果が得ラレタ。

3、 同一一患者二於ケノレ病状 ノ攣化二從フ赤血球沈降

速度 ト血液像

著者等ハ27例 二就 テ経過 ヲ追フテ赤血球沈降速度 ト

血液像ヲ検査シタ.其 ノ結果多〃ノ場合二於テ病氣ノ

経過中饗化ノアル場合 ノ血液像 ト赤血球沈降速度ノ・

臨肱的所見 ト略 く一致セシコ トヲ認メタ。

4、 考案及結論

血液像 二依 ツテモ 赤血球沈降速度二依ツテ叉雨者ノ

結合二依ツテ肺中ノ局所 ノi墜化 ノ種類 ヲ示スモノデ

録 【第13巻

ハナ ク寧 口全 均 反 慮 ノ徴 候 デ ア ル。只 一 同 ノ赤 血 球 沈

降 速 度 ノ検 査 ノ制 限 サ ソ タ 値 ノ数 字 的 ノ答 二過 ギ ズ。

叉 血 液 像 モ只1同 ノ検 査 デ ハ常 二充 分 デ ナ イ。撒 同 二

亙1レ検 査 ハ診 噺 的豫 後 的 補 助 法 トシテ債 値 ガ ア ル。赤

血 球 沈降 速 度 ト血 液像 ト・・略 ミ卒 行 シタ が、倫 雨 者 ノ

間 二著 シ イ差 ヲ見 タ モ ノ モ可 ナ リ多 カツ タ。アル時 ハ

赤 血球 沈 降 速 度 が 叉 ア ル時 ハ 血 液 像 ガ 全 勇 反 応 ヲ明

細 二 示 シ テ必 ズ シ モ・一致 シ ナ イ。赤 血 球 沈 降 速 度 ト血

液 像 ヲ同 時 ニ ソ シ テ繰 リ返 ジテ検 査 ス ル コ トハ、特 二

活 動性 肺 結 核 症 ノ 壇 悪 ヲ 決 定 ス ル タ メ ニ 實 地 上 二必

要 ナ コ トデ アル。1(李 野 抄)

肺 療 養 院 二於 ケ ル實 際的;省 毒法

Amold.Baumgarten:PraktischeDesinfektionim

Lungenheilanstalten.

著 者 ハ 從來 ノ文 獄 二於 ケ ル 、喀 疲 中 ノ結 核 菌 ヲ死 滅 サ

セ、叉疾 ノ消毒 二封 ス,レ今 日迄 ア ル色 々 ノ牝 學 的桑 物

ノ作用 二i封 シテ、不 充 分 ナ ル事 ヲ述 べ次 ノ如 ク結 論 シ

テ居 ル。

1)喀 疾 ト疾 壷 トノ 消毒 二・2・蒸 氣 ニ ヨ ルi装置 ヲ使 用

ス ンレ事 。

2)敷 布 ト肌 着 ハ85。 ノ温 水 ヲ保 ツ装 置 二1時 間 牛 入

ソテ 置 ク事 。

3)毛 布 ノ清 毒 二・・日本 ノ方 法(JapanischeVerfahren

即 、 「フォル マ リ ソ」蒸 氣 ヲ使 用 シ、 速 カ ニ 且 大 量 消毒

二適 ス)ヲ 推 賞 ス。

4)食 器 ノ消 毒 ニハ、85。 ノ灘 熱 空 氣 デ1時 間 牛 行 フ

事 。(李 野 抄)

硬 化 性肺 結 核 症 二起 リタ ル肺 出血 ノ臨 淋 的 形 態

Tillmann,John:ZumklinischenBildderLungen。

blutungendurchindurierendeLungentuberkulose.

著 者 ハ文 獄 二硬 化 性 ヌノ・、完 全 二治 癒 シタ ル肺 結 核 症

デ、 彩 シ イ肺 出 血 ヲ経 験 セル 報 告 アル 事 、且 實 際 ニ モ

僅 ク ナ イ事 、 及Pagelガ1927二 斯 カル 症 例 ノ組 織

學 的 所 見 ヲ報 告 セ ル 事等 ヲ述 べ、 著 者 自勇 モ、10年

間 、重 二輕 症 ナ肺 結 核 症 ノ場 合 ノ肺 出 血 二就 テ正 確 二

観 察 シ、 次 ノ如 ク述 ベ テ居 ル。

斯 ノ如 キ肺 出 血 ニー定 ノ臨 肱 的型 態 が存 在 ス ル。凡 テ

是 等 ノ喀 血 ハ疑 ヒ モ ナク 、臨 肱 的 二治 癒 セル 結 核 症 ノ

際 ノ非 活 動 性 出血 デ アル ト、爾 コ ノ病 型 二就 テ モ詳 述

シテ居 ル 。(李 野 抄)

二 、三 ノ抗 酸 性菌 ノ腹 膜 腔 内 昌於 ケ ル死 滅 二 關 ス

ル問題 二就 テ



第2號 】 抄 録 75

Philipp.Spamieru.EmilieTschertkswa:ZurFrage

derintraperitoneallenZerstδrungeinigerS銭urefester

Bazillen.

著 者 ・・3ツ ノ抗 酸 性 菌株 、(牛酪 菌L.Rabinowitschi;

牛 型 菌 、Vall6e;人 型菌Bo1)二 就 テ、 家 兎、 海狸 、

白鼠 ヲ使 用 シ テ、 食菌 作 用 ノ強 度 、抗 酸 性 菌 ノ病 毒 性

死 滅 機轄 トノ關係 二就 テ實 験 的研 究 ヲ行 ツ タ。結 果 ト

シ テ、

1)結 核 菌 ノ腹 腔 内r於 ケ ル死滅 ハ 健 康 ナ ル 家 兎、

海 狸 、及 白鼠 ノ場 合 ニ ハ、存 在 ス ル事 ハ確 カデ ア ウ。

2)抗 酸 性 菌 ノ死 滅 ハ、 細胞 内 二於 テ モ、細 胞 外 二於

ケ ル ト同様 二行 ノΨ ル 。

3)抗 酸 菌 二抵 抗 ノ強 イ動 物 ノ組 織 内 二於 テ ハ、接 種

サ レタル 菌 株 ノ死滅 ガ強度 二行 ハ レル様 デ ア ル。

4)結 核 菌 ノ死 滅 ノ 強度 ト食 菌 係 鍛 ノ高 サbノ 關 係

ハ 、恐 ラ ク動 物 二接 種 サ レ タル菌 ノ病 毒 性 ト毒 力 トノ

割 合 ノ逆 デ アル。

5)滲 出物 中 二 詮 明 サ レタ ル 細 胞 要 素 ノ 籔 ハ實 験 動

物 二接 種 サ レタ ル 菌 ノ病 毒 性 ト毒 カ トノ割 合 ノ逆 デ

ア7レe

・6)抗 酸 性 菌 ヲ 接種 シタ ル 時 ノ細 胞 ノ反 磨 ハ ニニ期 ノ

経 過 ヲ取,レ。 先 ヅ小食 菌 作 用 ガ起 り、後 二大 食 菌 作 用

ガ起 ル。後 者 ハ食 菌 作 用 ニ ヨ,レ菌 ノ死 滅 ノ経 過 中特 二

意i義 が ア ル.

7)結 核 免疫 ノ機 韓 二於 テ で・、結 核 菌 ノ死 滅 ノ過 程 が

重 ナ 役割 ヲ演 ジテ居 ル。(李 野 抄)

外 傷 卜肺 結 核 症(傷 害 鑑 定 二關 ス ル批 制的 補 邊)

Gerurener,F㎡tz;TraumaundLungentuberkulose.

(EinkritischerBeitragzurUnfallbegutachtung.)

著 者 ハ當 時(1899)24歳 ノ職 工 ガ、 傷 害 ニ ヨ♪レ輕 度 ノ

胸 部 挫 傷 カ ラ肺結 核 症 ヲ誘 號 ・y、ソvカ ラ33年 間 モ

高 イ思 給 ヲ與 ヘ ラ レテ居 ツ タ症 側 ヲ暴 ゲ、傷 害鑑 定 二

關 シテ批剣 ヲ與 ヘ テ居,レ。 著 者 ガ1932行 ツ タ傷 害 二

i封ス ル鑑 定 二依 ツ テ、多 数 ノ讐 學 的 鑑 定 ハ 、 全 ク役 ニ
ヤ

立タナイ事 ヲ示シ、職工二強イ影響ヲ與ヘタ。 コノ事

實二基 イテ、大學 ノ臨肱デノ確認 二依ツテ、傷害ノタ

メニ起ツタ肺結核症ハ直接 ノ治療 ヲ要サナイ故二、當

年57歳 ノ職工ハ再 ビ思給ヲ剥奪サレタト。(卒 野抄)

ZeitschriftfurTuberkuloseBd.67,H.5,1933.

肺結核症獣ヲ呈 セル胸内悪性腫蕩二就テ

KurtNicol.IntrathrakalemaligneTumorenunter

derTuberculosemaske.

肺及 ピ縦隔膜蜜腫瘍 ノ初登症朕ハ肺結核 ノソレト酷

似 シテヰテ鑑別二苦 シム場合アリ。コ・デノ・コレ等部

位 ノ悪性腫瘍例ヲ示 シ類症鑑別二就テ述べ テヰノレ。肺

腫瘍ハ慢性再獲性氣管枝炎デ初マル事多シ。其他登熱

温性肋膜炎症候、赫経痛、呼吸困難、氣管枝狭窄症、

皮膚静脈ノ怒張等ノ症候デ初マル。就中喉頭 ノ症獣 ト

シテ聲帯麻癖殊二同鰯紳経麻癖ハ喉頭結核 ト間違フ

事アリ。肋膜浸出液ハ多ク血性デアル。理學的ニノ・腫

瘍大 トナレバ高度ノ濁音 アルニ係ラ,ズ聰心所見勘キ

事 ガ特長デアンレ(呼吸音全ク潰失スル)。診噺上最モ重

要ナノハfX」 線所見デ此ニヨリ初メテ診噺ノ確定 セ

ラのレ場合多シ。肺門部陰影墳大 シ肺野ヘノ境界明瞭

ナル場合、叉上縦隔部デハ弓状 ヲ呈 シテ肺野へ膨隆ス

ル。連績撮影デノ、急速二陰影 ノ壇大スルコトヲ認 ム。

更二浸出液存スル場合ハ之 ヲ排除 シテ人工氣胸ヲ施

ス事ニヨu診 噺ヲ確定シ得ル場合アリ。共他Thora-

k◎skopieニ ヨリ、叉・・氣管枝へ 「Nヂ ビン」ノ注入二

ヨ リ診 断 ヲ助 ク。癌 ト肉腫 ノ鑑 別 ハ 困 難 デ アル。 後 者

が培大 ノ速 度 大 デ アル.原 登 性 ノ肉腫 ハ肺 デ ハ稀 デ縛

移 匂 レモ ノノ・多 イ。孤 立 性 ノ境 界 明 瞭 ナ ル大 腫 瘍 デ ア

ル。癌 性 淋 巴 管 炎 ノ・氣 管枝 癌 二随 件 シコ ノ時 ハ 「XJst

眞 上 線 状模 様 ノ増服 ヲ見 ル。骨 淋 巴腺 叉 ハ拶 ヘ ノ轄 移

ア レバ診 噺 ノ助 トナ ル。

縦 隔蜜 腫 瘍 モ肺 腫 瘍 ト大 差 ナ イ が 唯 コ ノ場 合歴 迫 ニ

ヨル禮 血 症 状 著 明 ノ事 多 ジ。杢 ドキ ソ氏病 モ肺 炎症 状

ヲ呈 シ肺 結 核 ト間 違 フ事 ア リ。常 二菌 ノ陰性 ナ ル事 波

型 ヲナ シテ繰 返 ス 弛 張 熱 、淋 巴 腺榑 移 等 ハ診 漸 ヲ助 ケ

ル。 腫 瘍 ト結 核 ト同 時 二來 ル事 モ ア ル。叉 腫 瘍 デ モ著

イモ ノニ 來,レ事 ア リ.23歳 デ喀 疾 中 二 結 核 菌 ガ何 度

見 テ モ ナ ク 「X」線 デ ハ 肺 門部 近 ク ノ早 期 浸 潤 ト思 ハ

vシ モ ノが3年 後 二肺 癌 デ ア ツ タ場 合 ヲ報 告 ス。赤 血

球 沈 降 速 度 ハ多 ク 中 等度 、 血 液 ハ 左 推 移 性 ノモ ノ多

シ。(馬 場 抄)

結 核 患者 皮 虐 ノ「g一 ド」及 ビ 「ヒ ス タ ミン」及感

EdithaTass.Jod-undHistaminempfindlicnkeitder

HautbeiTuberku16sen.

著 者 ハ甲状 腺 疾 患 二際 シ「ヨー ド」、「ヒ ス タ ミソ」食 璽
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水 ノ皮 内 反 磨 ト基 礎 代 謝 ノ關係 ヲ ジ ラペ タ ガ、ソ ノー

部 トシ テ肺 結 核 ノ場 合 二 就 テ モ 試 ミ タ.Demmograp-

hismus著 明 ナ15人 二 就 テ デ アツ テ 大 多 鍛 ・・培 殖 性

デ空 洞 ヲ伴 フモ ノ多 シ。ソ ノ中11人 ハ開 放 性 デ ア ル。

1)非 活動 性 ノ2例7・ 「y一 ド」、「ヒス タ ミ ソ」雨 反 慮

共 弱 陽性 。2)閉 鎮 性 肺 門 周園 浸 潤.1例 共 二陰 性 。

3)増 殖 性 ノ4例 中3例 ハ 「ヨ ー ド」〉 「ヒス タ ミ ソ」。

4)増 殖性 デ 空洞 アル モ ノ4例 中3例 ハ 「ヨー ド」〉

「eス タ ミンJ1例 ハ共 二 同程 度 ノ反 磨 .5)重 症 ノ4

例 ハ 「ヒス タ ミ ソ」〉 「ヨー ド」 コ ノ 最 後 ノモ ノハ皆 死

亡 シタ。15例 中8例 ハ 経 過 良 好 デ閉 鎖 性 トナ ツ タ。

ソ ノ中6例 ハ「ヨー ド」反 懸 「ヒ ス タ ミ ン」反 懸 ヨ リ強

シ。 コ ノ15例 ノ外 二5例 ノ新 シ イ寝 潤 ト3例 ノ吸 牧

セ ラ レタ浸 潤 二就 テ 見 タ所 前 者 ハ 「ヨー ド」反 磨 「ヒス

タ ミ ソ」反 慮 ヨ リ強 ク後 者 ハ 「uス タ ミソj、 「g一 ド」

雨 反 磨 トモ弱 シ。

コ ノ實験 ヨ リ重 症 ナ モ ノ程9eス タ ミソj反 旛 強 クナ

リ、 新 ラ シ キ モ ノ、豫 後 良 好 ナ,レモ ノ程 「ヨー ド」反 慮

強 シ ト。

術 式

1、 左 下購 背 面 二 〇。8%食 盤 水O.2cα 皮 内

II、右,,0.8%食 唖 水 デ4× 倍 二薄 メ タ
夢

"lmidoR◎che"O.2qa皮 内

ms左,,0,8%ド ヨ ー ドナ ト リ ウ ム 」

0.2皮 内

讃 方 、陽 性 トハ 少 ク ト モー 「マ ー ク」大 ノ 中 等 度 ノ登 赤

生 ズ ル 場 合 デ 其 強 サ ニ慮 ジ3度 二 分 ツ 。(馬 場 抄)

横 隔 膜 秣 纒 捻 除 術 後 高 度 ノ 横 隔 膜 上 昇 ヲ 起 セ ル

ニ 例 二 就 テ

A.Kenner,K.WeiB.u.G.Pese.ZweiFtillevon

auBergewδhnlieemZwerchfellhochstandnachPhren・

lC越sexalrese.

第1例 、36歳 男、右上葉 二空洞 アリ。 氣胸不可能 ノ

タメ横隔膜紳経捻除ヲ施セシ所、経過甚ダ良好ナ リシ

ニ4年 後突然高度 ノ呼吸困難 「チアノーゼ」ヲ起シ浸

出性肋膜炎 ノ診噺 ノ下二入院セリ。X線 検査デ横隔膜

ハ第三肋骨二達 シ、ソノ直下二肝臓アリ第五肋骨以下

二腸管ア リキ。入院後9日 目二呼吸困難加2・1)死亡 シ

タ。第2例 ハ3i歳 女 デ左側滉性肋膜炎 ヲ経過セルモ

ノ。同側二空洞ア リ。氣胸不可能ナリシタメ横隔膜紳

経捻除ヲ施 セシニ全均状態良好 トナリシモ3年 後悪化

シ號熱咳漱喀褒等ノ肺症朕 ト共二腸症状 モ加ハッタ。
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其 後 更 二2年 後 突 然 激 シキ 下痢 嘔 吐登 熱 ヲ俘 ヒ入 院 。

間 毛 ナ ク死 亡 セ リ。此 ノ例 モX線 検 査 ニ ヨ リ横 隔 膜 高

度 二上 昇 シ胃、大 腸 共 二上 方 二牽 引 セ ラ レテ キ タ。 急

性 腸 症 状 ハ大 腸 ノ結 核 性 潰 瘍 ノタ メ デ ァ ッ タ。治療 法

ト シテ ノ・Pnellmoperit◎ 擁eumヲ 施 行 ス 」レカ。 手術 ニ

ヨ リ横 隔 膜 ヲ引 キ 下 ゲ次 デ 胸 廓 成形 術 ヲ 施 行 ス ル 方

法 ア リ。 著 者 ハPneumoperitoneumヲ 試 ミシ モ共 二

数 ナ カ リキひ(馬 場 抄)

結 核 患 者 ノ更 生 法

」.B.Mc.Dougall.DieWiederherstellungdesSch-

windstichtigen.

イ ギ リスPrestonHall二 於 ケ ル 作 業 療 法 ノ方 針 ト實

際 二就 テ述 ブ。Papworth二 眞 似 テ 作 ラ レタ所 デ翌

ドソ カ ラ32V2哩 、Medwaytalesノ 南 側 ニ ア ♪レ。 現

在 全英 國 二知 ラ レテ キ ル。 方針1)結 核 患 者 ノ治 療

ト敢 育。2)作 業 療 法 。3)前2項 ヲ終 了 シタ患 者 二

作i業 ト住 居 ヲ與 フ(Dorfsiederung)。 讐 務 機 關 ・・高 地

ニ ア ツ テ診 断蚊 ビ ニ 治 療 二 必 要 ナ最 近 ノ 装置 ハ全 部

完備 シ テ ヰ,レ。圭 ナ ル モ ノ ハ然 シ作 業 療 法 デ ア ル。 停

止 性 トナ の レモ ノ ニ作業 ヲ奥 ヘ ー 定 ノ 賃 金 ヲ支 携 フ。

此 ノ事 二健 康 者 が 作業 ヲ ナス 時 ト同 ジ様 ナ 氣 持 チ デ

働 カ シ ム ル事 が出 來 ルeカ 〃 シテ1週 少 ク1・モ38時

間 以 上 働 キ ウ,レニ至 レバDorfsiederungヲ 許 ス。 此

ノ佳 居 ヲ與 ヘ ル事 ハ 極 少 藪 ノ 人 シカ 恩 悪 二 浴 サ レ ヌ

ト云 フ反i封論 ア リ。 目下 考究 中 デ アル 。

作 業 設 備 及 成 績

1、 輕 土 木 工 事(犬 小 屋 バ ンが ル ー類)

年 取15000磯

2、 印 刷 業 年 敢10000膀

3、 新 設 ノ浮 彫 作 業(16人 ヲ使 用 ス)

最近 年 敢12009磯

4、 家 畜 飼 養

全部 デ年 取50000膀 トナ ル。 賃 金 ノ 総 和 ・・16000硝

デ アル。

倫住 居 者 ノ家 族 ニ ハ 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 ヲ見 テ ヰ ル

ガ若 イ モ ノ ・結 核 感 染 率 ハ確 カニ 多 イ ガ、臨 殊 的 肺結

核 患 者 ハ未 ダ1例 モ ナ4。 「ビル ク」陽性 者 ハ皆 「マy

ソー」bX線 検 査 ヲ行 ツ テ キ,レ。(馬 場 抄)

L5wenstein氏 法 ニ ヨ ル菌 血 症 二就 テ

HansC.FetZeru.HarrySchmitZ.Versuchmitder

TuberkelbazillenzifchtungausBl吐RndOrganen

tubercu1δserTiereundMenschennachL6wenstein
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L6weRsteinノ 血液 内結 核 菌 ノ培 養 陽 性 率 高 キ ニ反 シ

ソ ノ追 試 者 ノ陽 性 率欝 シ、著 者 モ ソノi追試 ヲナ セ1レニ

皆 陰 性 二終 ツタ.L6wenstein氏 培 養 基 トPetragnani

培養 基 ノ比 較 試験 デハ組織 及 喀 疾 ハ後 者 二、血 液 ハ前

者 二號 育 ヨ シ。菌 力 強 キ人 型 菌 ノ静 脈 内 注 射 ヲ施 セ ル

「モル モット」ノ血液 及 組織 培養 試 験 ニテ ハ 注 射 後 日 ヲ

経,レ ニ 從 ヒ 血 液 培養 ノ 陽性 傘減 少 シ8日 以 後 ハ殆 ソ

ド結 核菌 ヲ謹 明 シ得 ズ。之 二反 シ組 織 培 養 ハ 日 ヲ経 ル

ニ 從 ヒ陽性 率 堆加 セ リ。結 核 菌 ヲ皮 下 二注 射 セ ル例 デ

ハ血 液 内結 核 菌 ノ・総 テ陰 性 ・・終 レ1, 。 次 二Heilstlitte

Rheinlandノ 患 者 デ探 血 時 菌 血 症 ノ疑 アル94例 ノ肺

結 核 症 ト21例 ノ肺 外結 核症 二就 キ槍 査 ンタ が皆 陰性

デ ア ツ タe技 術 ・・親 シクLδwenstein氏 ノ下 ニ テ習 得

シタLeuchteRberger氏 二從)ソ タ.(馬 場 抄)

雨 側 性 肺結 核 症 ノ 虚 腕 療 法 ト シテPneumoperiton・

eumハ 使 用 サ レ得 ル ヤ

LudwigVajda,ObdasPneumpperitoneuminder

KollapstherapiederbeiderseitigenLungentuberculose

aRgewaRdtwerdenkann?

片 側 性 肺 結 核 ノ 場 合 外 科 的療 法 ノ有 数 ナ ル コ トヨ リ

雨 側 性 ノ場 合 ニ モ之 ヲ用 ヒ ン トシタ、ソ ノ中人 工 氣 胸

ガ最 モ簡 軍 デ ア ル。然 シ雨 側性 氣 胸 ハ癒 著 等 ノタ メ不

可 能 ノ場 合 ア リ。カ ・ル場 合 種 々 ノ組 合 セ ニ外 科 的 虚

脱療 法 ガ用 ヒ ラ レタ。然 ン虚 挽或 ハ不 充 分 二或 ハ操 作

強 キ ニ過 ギ満 足 トハ云 ヒ難 シ。妓 二於 テ人 工 的Pneu

m◎peritoneumニ ヨ リ雨 側 横 隔 膜 ヲ墾 上 セ シ メ所 期 ノ

目的 ヲ達 セ シメ ン トセ リ。

適 磨 症

1)内 科 的 ニ ハ容 易 二 止 血 セ ザjレ 喀 血 デ 肺璽 化 雨側

ニ ア リ、尚 出血 ノ側 モ不 明 デ癒 著 等 ノタ メ雨側 性 人工

的 氣 胸 不 可 能 ノ場 合 デ ア ル。此 ノ場 合他 ノ外 科 的療 法
の

ハ不 可能 デ アル。
の

2)癒 著 ノタ メ雨 側 性 人 工 氣胸 不 可 能 ノ場 合

著 者 ハ2例=Pneumoperitoneumヲ 施 行 シ日 ヲ追 フ

テ横 隔 膜 ノ上 昇 ノ状 態b腹 腔 内 「が スJ量 二注 意 シタ。

1例 ハ右 上 葉 ノ1Kronen大 ノ空 洞 ヲ有 ス ル場 合 デ他

ハ2週 間 來 繰 返 セ ル喀 血 例 デ アツ タ。空 氣 量 ノ・第1例

ノ・700第2例 ・・1200デ ア ツ タ ガ共 二横 隔 膜 ノ上 昇 著

シ ク ソ ノ運 動 モ 制 限 セ ラvタ 。 空 氣 ノ吸 牧 ハ24-48

時 間 二最 モ早 ク2週 間 後 ニ ハ完 全 二吸 敢 セ ラ レタ。喀

血 例 ハ 直 チ ニ止 血 シタ.空 氣 清 失 時 頃 雨 者共 横 隔 膜 紳

輕 捻 除 術 ヲ施 行 シ良 結 果 ヲ得 タ。副 作用 トシテ ハ空 氣

録

注 入 後 右 肩 ノ 緊 張 感 及 腹 部 ノ 不 快 感 が ア ッ タ ガ 薮 日

後 ハ 清 失 シ タ。

EmstNeisser教 授70歳 還 暦 二 際 シ テ

H。Brauning.Zum70.GeburtstagPr◎f.Dr.Ernst

Neissers.16/V.1933.

R.K◎ch,F.Lichtheim二 師 事 シ1895年Stettinノ
の

市 立病 院 ノ内科 部 長 トナ ソ タ.當 時 濁 逸 デ ハ結 核 事業

ガ組織 化 サyツ ・ア ツ タ ガ1900年 既 二次 ノ施 設 ヲ隼

ツ瓦

1)結 核 患 者観 察 所(Be◎bachtungs$tation)。2)He・

ilstatte二 入 ル モ ノ ・前盧 置 、及 入vナ イ 程 重症 者 ノ

治 療 ヲナ ス場 所 。3)結 核 疑 似 者 ノ外 來 的観 察 。4)

外 來 デ ノヂツ ベ,レ ク リ ソ」療 法。5)FUrsorge(當 時讐

師 ヲ有 セ ズ)ノ 被 保 護 者 ノ外 來 診 療 。6)町 全禮 ノ検

疾 所 。

彼 ノ結 核 ヘ ノ最 大 数 験 ・・Lungentuberculosoid(肺 結

核 疑 似 症)ノ 研究 デ アル.此 レハ最 モ 結 核 ラ シ キ自魔

症 ハ アル が 理 學 的X線 上 確 實 ナ 病 的所 見 ナ キ モ ノデ

カ ・ル症 状 が 藪年 績 イ テ モ 豫 後 良 好 ナ モ ノデ 何 等 ノ

治 療 ヲ加 ヘ ナ ク トモ 活 動性 肺 結 核 トナ ラ ヌ.カ ・ル状

態 が何 ニ ヨル カバ今 日 モ爾 不 明 デ 或 ハRaRkeノ ニ 期

過 敏 症 期 ニ ヨ,レ トナ ヌ モ ノ 或 ハ結 核 ト關 係 ナ ジ トナ

ス モ ノ ア リ。當 時 力 ・淵 犬態 ノモ ノが多 数 初 期 肺 結 核

ナ リ 〉シ テHeilstatte=逡 ラ レタ が 治療 ノ 必 要 ナ シ

ト唱 ヘ タ ノハNeisserガ 始 メ テデ ア ツ タ。

結 核 事業 ヘ ノ就 會 的数 験 トシテ ノ・Tuberculo§e・Kran-

kenhausノ 設 立 ヲ促 シタ事 デ アル(1902)更 二Fitrsor-

gestelleKrankenhaus其 他 結 核 事i業 二 關 係 ア2レ機 關

ヲ彼1人 ノ支配 下 二置 キ事 業 ノ統 一 ヲ計 ツ タe

結 核 以 外 ノ 方面 デ'・Pollakト ノ 共 同業 績 トシテ

,Himpunktio轟 ア リ(1904)。 其 他 鉛 中毒 、 悪 性 貧 血 ノ

鐵 突 撃療 法、 「バ セ ドー 」ノ沃 度療 法 、Reizstillungsth-

erapiePsittakosis,Verdauungslip5mie,vorzeitige

sattigung等 デ ア,レ。 彼 ハ長 期 間 患 者 ヲ観 察 出 來 ル様

ナInstitutヲ 希 望 シテヰ タ が15年 前 既 ニ カ 、ルIn-

stituteヲStettinノ 内 科 二設 ケ テ ヰ タ。1931年 停年 制

二9リ 事 業 カ ラ退 キStettinヲ 去 リ今 ハAltheideノ

「サ ナ トUウ ム
」デ指 導 ヲ シテ ヰ ル。(馬 場 抄)

Kongress・undVereinigungsberichte(學 會 報 告)

第14同Rhein・Westfal結 核 病 學 會報 告

TagRngsberichtetiberdie14SitzungenderRheinis-

choWestf釜1ischeTuberculosevere三niguftg .
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Sttihmer・Mtinster.

Mlinsterノ 皮 膚科 ニ テ治 療 ヲ受 ケ タ1722人 ノLupus

患 者 及78人 ノLllpuskarzinomヨ リ判 噺 ス ♪レニ、 手

オ ク レ ノ場 合 が多 イカ ラ 早 ク 登 見 シ 適 當 ノ治 療 法 ヲ

施 ヌ 可 キデ アル。 第1二Heilstatte二 入 院 シ無 魎 食 、

「ビ タ ミ 巧 ノ供 給
、 光線 療 法 等 ヲ行 フ。 局 所 的 ニ ノ、

elektrischeSchliRge,localerDruckbelichtung,Atzun・

gsmethode等 ヲ用 フ。 カナ リ 重 症 ノ モ ノモ 治 癒 ス ル

事 ア リe次 二Lupusハ 後 二癌 腫 ヲ登 生 ス ル事 が特 二

多 イ カラ注 意 ヲ要 ス 。

VogoMtinster血 行 性 肺 結 核 二就 テ

最 近 血 行 性 結核 ガ ヤ カ マ シク ナ ツ テ 來 タ が菌 血 症 ハ、

ソ レ程 多 イ モ ノデ ナ ク、叉x線 像 カ ラモ血 行 性 ナ ル事

が ハ ッ キ リ分 ルモ ノデ ナ イ。 同所 ノKrause氏 ノ・15

例 デ血液 培 養 試 験 皆陰 性 ト。

Gantenberg・Mlinster

肺 結 核 ノ虚 脱 療 法 ト シテ ノ 「パ ラ フィソコ充 填 法 ハ 次第

二慮 用 ノ範 園 が狭 ク ナ ツ タ。著 者 ハ2例 ノ上葉 ノ空洞

二充 填 法 ヲ施 行 セル ニ1例 ハ 同側 ノ膿 胸 ヲ起 シ1例

ハ充 填 サ レタ 空洞 ノ直 下 二 新 病 竃 ヲ 作 リ牛 年 後 二空

洞 化 シタ。Beeilger・Bettrepハ 同 ジ ク肺結 核^ノ 充 填

法 ノ危 瞼 ナ ル事 ヲ述 べ、只肺 膿 瘍 ノ場 合 ニハ 手術 前肋

膜 ノ癒 著 ヲ促 ス 意 味 ニ ー 時 的施 行 ス ル事 ハ 非 常 二有

意義 デ ア ツ テ、此 ニ ヨ リ肺 膿 瘍 手術 後 ノ死 亡 奉 ハ著減

シタ ト。

Baumeister・Mtinster

R6ntgenpapierニ ヨ ル肺 ノ撮 影 二 關 ミソテ述 ベ テ ヰ,レ。

出席 者 ノ多 ク ノ」 フィル ムJ二 劣 ルb云 フ モPenzoldt氏

ハ實 地 上 肺 結 核 診 噺 ノ意 味 ニ ハ充 分 ナ場 合 多 シ。此 レ

ニ ノ・充 分 透 覗 ヲ行 ツ テ 「フglvム 」カRδntge叩apierカ

ヲ決 定 ス レバ ヨイ。勿 論 纒 濟 上 カ ラノ ミ問 題 トナ ル モ

ノデ 「フィル ム」ノ1/3デ 足 リル ト。

P.Krause/Mifnster/medizinischeKli臓ik二 結

核 ノFreiluftabteilungヲ 新 設 ス ル ニ 當 リ講 演 ヲナ シ

テ ヰ ル。コ ノ 目的 ハ磐 師學 生 等 へ講 義 ノ材 料 ヲ得 ル タ

メ叉 實 地 勉 學 ノタ メ 種 々 ノ型 ノ結 核 患 者 ヲ 敗 容 ス ル

事 ニ ア ル。(馬 場 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVoLXXVm,Nα4,1934.

結核性空洞ノ外科的療法

KarlFischel.TheSurgicalTreatmentofTuberculous

Cavitie$.

空洞 ノ所在、癒著ノ性状、痩注ノ鑑別ヲ記 シ空洞内デ

起ル重要 ナル機械的要素及決定的適慮症ヤ禁忌症ヲ

定メル基礎トナルベキ病理的機構 ヲ記述シタモノデァ

ル。末梢ニアル空洞 ノ・好適磨例 トシテ郎刻萎縮セシム

ペキモノデ叉短期間二鎭静 シナイ寝潤ハ氣胸ヲ早期

二行 フト空洞形成及癒著 ヲ防止スル灘トガ出來ル。懸

垂空洞 ヲ認メラルペク癒著二欝ル空洞 ノ膨大スル如

キ時ハ氣胸ハ避クベキモノデアル。氣胸 ヲシテモ麗縮

デキナィ場合ニハ其空洞ヲ閉塞セ シメル爲 二横隔膜

切噺 ヲ行フ。不完全氣胸或ハ部分的叉ハ全胸廓成形施

術 ト横隔膜切噺 トヲ同時二行フ時ハ大二利盆 ガアル。

遙二進行 シタ肺結核二於テハ横隔膜切噺ハ止血 ノ数

ガアリ且喉頭及腸結核 ノ経過ヲモ良好ナラシメル。上

部胸廓成形ヲ行フト空洞ハ萎縮退行 シテ閉塞サレル。

胸廓成形手術ノ・其廣サニ關シテハー致 シタ標準ハナ

ク。上部肋骨ノ方ヲ第一期 トシテ切除スル時ハ下方二

影響 ハナイ。叉部分的上部胸廓成形二依ツテハ良数ヲ

得 ラ レナ イ.若 空 洞 が最 初 二萎 縮 セバ 肺 ノ正 常 部 ハ安

全 トナ リ全 胸 廓 成 形 施 術 ノ要 ガ ナ ク ナ ル デ ア ラ 玩

・(寺 尾 抄)

人 工 氣 胸 賓 施 中 二起 ル肺 破 裂

A.A。Karan.RupturedLungDuringtheInduction

ofArtificialPneum{》thorax、

1ケ 年 間 人 工 氣 胸 ヲ行 ツ タ70例 ヲ観 察 シタ報 告 デ ア

ル。實 施 期 聞 中 力叉 ハ第1同 施 術 後 二特 駿 性 氣 胸 ヲ起

シタ ノ ガ9例 約13%ア ツ タ.其 中3例 ハ實 施 期 間 内

二肋 膜 腔 内 へ 豫 定 ノ期 間 中 二 空 氣 ヲ逡 入 シナ カ ツタ

者 デ ア肱 是 等 ノ9例 ヲ注 意 シテ観 察 シ タル ニ普 通 氣

胸 施 術 ヲ シテ 肺 破 裂 ノナ イ 像 ト何 等 異 ツテ ハ ヰナ カ

ツ タ。人 工 氣胸 療 法 實施 問 二此 合 併 症 ノ起}レ コ トハ 普

通 デ ハ ナ イガ 雨 側 氣 胸 ヲ行 フ 場 合 ニ ハ ー 方 肺 が相 當

萎 縮 シテ カ ラ他 側 二 氣 胸 ヲ 行 フ襟 二 注 意 ス ル ノ ヲ賢

明 トス ル。 可(寺 尾 抄)

人 工 氣 胸 新 手 技

R・N・Perlstein&W.F.Leslie.ANewArtificial

PneumothoraxTechniquet

本 装 置 バー 度 二 多 鍛 ノ患 者 二 人工 氣胸 ヲ行 フ 場 合 二



第2號 】 抄

好都 合 デ ア ル。然 シー 度 二3人 ノ手 ヲ要 ス ♪レが著 者 ノ

結 論 ハ 時間 ノ経 濟 ト能 奉 壌 進 二 役 立 チ ー 時 二2人 以

上 二施 術 シ得 ル ヲ特 徴 トス 。'(寺 尾 抄)

油 胸 裟 置

MarkH.Joress.AnOleothoraxApparatus.

三叉 穿刺 針 トY字 管 .叉プ ラワッツ氏 注 射 筒Manometer,

「ゴ ム」管
、液 受 瓶 トカ ラ成 ル頗 ル簡 輩 ナ,V装 置 ヲ圖解

シテ操 作法 ヲ詳 違 シテ 手 術 二 際 シテ 安 定 簡 便 デ ァ ノレ

タ メ ニ本 装 置 ハ頗 ル實 用 向 ナ リ ト云 ツテ居 ル。

(寺 尾 抄)

'喉 頭結 核 治 療 界 二於 ケ ル人 工喉 頭

JeromeHead,TheArtifieialLarynxintheTreat・

mentofTubercUlousLaryngitis.

喉 頭結 核 患 者 ノMonotonyヲ 癒 セ シが タ メ ニ 叉 人b

野 話 シ 得 ル タ メ ニ 人 工 喉 頭 ヲ 作 ツ タ モ ノ デBell

TelephoneLaboratoriesテ'laryngectomyヲ ヤ ツ タ人

二喉 頭 ヤ肺 ヲ使 ハ ナ イデ 話 が出來 得 ル様 二企 テ タ。患

者 が腋 窩 ノ鯖 カラ 氣流 ヲ 逡 ル ト金 團 塁 ヲ吹 ク コ トニ

ナ リ振 動 ス 〃。=ノ 場 合basicneteヲ 生 ズ♪v。ロ デ

支 ヘ タ小 「ゴ ム」管 ニ ョ サ此 音 響 流 ・・口及 鼻 咽 頭 ノ壁

音 室 中 デ語 トナ リ 患 者 が 語 リタ イ ト願 フ語 ヲ簡 輩 二

形 成 シテ容 易=va手 二理 解 デ キ}V。 叉 呼 氣 ニ ヨ リvocal

Cordsヲ 振 動 セ シメ音 響 ヲ生 ジ ロ、舌 唇 ノ色 々ナ働 方

ニ ヨ リ音 響 二愛 化 ヲ與 へ 語 トナ ル。本 器 ヲ使用 シテ肺

内歴 ヲ検 査 シタ が其 昂 上 ス,レコ トハナ カ ツタ.之 ハ人

工 喉 頭 ヲ以 テ患 者 が 善 逼 會 話 ヲス ル 場 合 ニハ 肺 ヲ使

ノ・ナ イ コ トヲ示 ス モ ノ デ ア ル。本 器 ヲ 自由 二使 ピ コナ

ス ニ ハ相 當 ノ練 習 ヲ要 スル。故 二最 初 カ ラ患 者 ニ コ ノ

事 ヲ 注 意 シテ オ カナ イ ト最 初 ノ 試 デ が ツカ リ シテ再

ビ筆 談 二走 リヤ ス イ モ ノダ。一 患 者 ハ之 ヲ修 熟 シテ今

デ ノ、訣 ク ペ カ ラ ザル モ ノ ト シテ重 賓 がツ テ居 ル。

(寺 尾抄)

結 核 患 者 ノ 慢 性結 核 性 中耳 及 乳 噛 突 起 炎 ノ 根 治

法

IrvingMuskat.TheEradicationofChroRicTuber・

cu1◎usMiddle-EarandMastoidDiseaseinthe

TuberculosisPatient.

著 者 ハ6例 ノ結 核 患 者 ノ 乳嚇 突起 ノ 根治 療 法 ヲ 行 ツ

タ。根 治 療 法 ト云 フ モ 眞 ノ意 味 ノ根 治 手術 ト云 フ ノデ

ハ ナ ク用 語 上 簡 軍 ナ ル 手 術 二 封 比 シテ 云 フ ノ ミデ著

者 ノ行 ツ タ術 式 デ ハ其 数 果 ハ良好 デア ツタ。

(寺 尾 抄)
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排 結 核 患 者 問 題

StephenJ.Maher.Antituberca1◎sisMilliRery.

Sanatoriumi療 法 ヲ習 得 ジタ患 者 ガ集 落 等 デ恢 復 期 ノ

職 業 療 法 ヲ受 ケ テ實 紅 會 へ 出 テ モ 雇 圭 ナ ク 假 令傭 ハ

レテ モ其 既往 症 ヲ 知 ル ニ及 ベバ 直 二 解 雇 セ ラ の レノ

ノ・嘆 ノ・シイ事 デ ア)レ。Sanatorium,Colony,villageデ

治 療 シテモ 砒 會 が 結 核 恐 怖症 カ ラ 醒 メナ ケ1/バ 眞 ノ

数 果 ヲ期 待 ス ル コ ト ハデ キ ナ イ。此 結 核 恐 怖症 退治 ト

云 フ事 が重 大 問 題 デ ア ル ト絶 叫 シテ居 ル。(寺 尾抄)

肺 結 核 ノ萎 縮 問 題批 判

G.E.Ehrenburg.ACritiqueofAtelectasisin

PulmonaryTuberculosis.

著 者 ハ3例 ノ胸 部 鳥 興 ヲ 墾 ゲ テ 其 臨 鉢 観 察 ヲ 報 告 シ

タ モ ノデ アツ テ 他 ノ 著 者及 著 者 自易 ノ 定 型 的3例 ヲ

見,レ ニ肺 萎 縮 ハ分 泌 物 二 依 ツ テ 氣 管 枝 が 閉 塞 サ レル

タメ ダ ト・・必 ズ シ モ 訊 明 デ キ ナ イ が 他 ノallergic

reactionsト カbronchialspasmsヤvasomotor

disturbanceノ 如 キ要約 二3ル モ ノ デ ア 」レ。 恒 久 性 閉

i塞肺 胞 ヲ有 ス ル繊 維 化 肺 ノ・萎 縮 肺(atel㏄taticlung)デ

デ ノ、ナ イ。(寺 尾 抄)

實 験動 物 二於 ケ ル肺 ノ硅 素 化硬 結 ノ成 生

WillisS.Lemon&GeorgeM.Higgins.TheDeve・

1epmentofthePulmonarySilicoticNeduleinthe

ExperimentalAnimal.

硅 酸 盤 ヲ挫 細 シテ赤 血 球 ヨ リモ小 ナ ル 薇 粒 トシテ(1

-15μ 丈)食 額 水1aa中6mgm ・ヲ浮 游 セ シ ム。 氣 管

Canuleデ3cq其 ヲ肺 内 二入 レ重 力 デ 氣 管 枝 樹 二櫨 が

ラ シメlv。 此際Anaesthesiaニ ノ・Amytalヲ 用 フル。

100頭 ノ家 兎 中75頭 が生存 シ而 モ 特 有 ナ 病 竈 ヲ記 シ

タ。郁 チ本 試 験 ヲ行 ツ テ カ ラ初 メ ノ4時 間 カ ラ終 リノ

6ケ 月迄 ヲ観 察 シタ ノデ アツ タ。定 型 的 ノ硬結 ヲ生 ジ

テ之 が成 生 、包 裡 叉 ハ閉 塞 シ或 ハ崩 壌 シ消 失 ス ル ノ ヲ

観 察 デ キ 婆。 斯 ノ如 ク進 行 跡 ヲ人 間 ノSilicosisノ 研

究 デ 見 ル コ トハ デ キ ナ イ。病 的像 ヲ観 ル ト1週 間 後 ノ

成 生 ノ・人 間 ノ鐵 年 間 ノSilicosisノ 像 ヲ呈 ス ♪レ。X・ray

ヲ用 ヒ 其 部 位 ヲ定 メpolarizingmicroscopeヲ 以 テ

Crys瞬 が遊 離 ノ状 ニ ア ル カ叉 ハ喰 細 胞 二取 ラ レテ居

]vカ ヲ観 察 決 定 シタ。叉 結 核 性 結 節 トSilicoticnodule

トノ・其 外 貌 が同 ジナ タメ ニ切 片 ハpolariZedlightb

Zieh1・Neelsen染 色 デ試 験 シテ見 タ。48時 間 内 ニ ノ・最

若 ノsilicoticnoduleヲ 認 メ得 ル ニ至 ル。 肺 實 質 内 ニ

デ キ テ3-5日 内 ニハnoduleノ 邊 縁 二於 テ繊 維 組 織
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ノ繊 維 がfibroblastenデ 作 ラVlv。=vデ 園 マ レル ト

Silicaガ 最 モ多 イ 中 心部 二 入 込 ム。7日 後 二 初 メ テ

pulmonarysilic◎ticRoduleガ 完 成 ス ノレ。 第2週 内 ニ

ノ・中 央 部 二necresisガ デ キ テ細 胞 ・・退 化 シsilica・ ・

遊 離 ノ状 トナ ル.第1及 第6月 間 二 組 織 化 ガ 完 成 ス

」レ。Noduleが 完 全 二繊 維 化 ス ル カ叉 ハnecrotic二 先

ヅ ナ ツ テ カラ 簸ecrosisハhistyotytictypeノ 輩 核 細

胞 デ置 換 セ ラv之 ・・多 数 ハargyrophilefibresbナ リ

n◎duleヲ 閉 塞 ス ル.然 シ其 期 間 内 デ ハdegeneration

ノ反 磨 が見 プレ其 中 二・・大 小 ノ膿 瘍 ヲ生 ズ ♪v。Erosion

ガ小 氣 管 枝 叉 ハ血 管 、肋 膜 腔 内 二起 リ其 結 果 肺 炎 敗 血

症 叉 ハ膿 胸 デ 死 ス.

定 型 的 ナ肺 ノsilicoticlesionノ 出現 二於 ケ ルmata・

morpho$isハ6ケ 月 内 二完 成 ス ル。著 者 等 ノ行 ツ タ斯

ノ如 キ實 験 法 デハ 各 々ノ饗 化 ス,レ反 磨 ト其noduleノ

構 成 二i封ス ル其resultanteffectト ヲ容 易 二追 究 ス ル

コ トがデ キ タ。(寺 尾 抄)

肺 結 核 ノ急 性 形 ノ治 療

GeorgeG.Omstein&DavidUlmar.TheTreatment

ofAcuteFormsofPulmonaryTuberculosis.

廣 範 ナ ル肺 結 核 ハ 大 量 感 染 ノ 機 會 ア ル 大 都 會 デ ハ普

通 ノ事 デ アツ テ 結 核 ノ炎 症 形 バ ー 般 ニ ハ 結 核 性 デ ハ

ナ イ ト考 ヘ ラ レテ 居 ル ガ 事 實 ハ 速 二起,レ モ ノ デ轍 時

間 内 二1肺 ノ大 部 分叉 ハ 雨 肺 ヲ 侵 シ得 ル モ ノデ24-

48時 間 内 二extensiveinvolvementヲ 起 シ得,レ モ

ノデ ア ♪レ。 此種 ノ型 ハ 色 々 アル 故 二 綜 括 シ テthe

acuteformslofpulmonarytuberculosisノ 名 ヲ付 ケ

ルe之 ハ 臨 肱家 ガ 急 性 肺 炎 性 瘍(acutepneumonic

phthisis)ト 稽 シテ 居 ルモ ノデ ア ル。 本 病 ノ治 療 問 題

ヲ記 シ 再 感 染 が ナ イ 限 リexsudative&exsudative・

pr◎ductiveforms・ ・自然 二 吸牧 サ しつレがcaseous

PReumonicf◎mm7、 遺 残 シテ現 今 デ'・、麗 迫 療 法 ヲ行 ツ

テ圃 ・wテ 居 ル。即 チ人 工 氣胸 、thoracoplasty。apicolysis

等 が此 方法 デ ア ル。療 法 ノ成 功 シ タ表 現 法 トシテ ハ疾

中 カ ラ菌 ガ消b失 ス ル コ トデ アル。Phrenicectomyハ 不

必 要 デ アル ト。 著 者 ノ・更 二Seaview&Metropolitan

Ho§pita1二 於 ケ ル本 症 ノ治療 成 績 ヲ記 シ テ居 ルe

(寺 尾 抄)

加 那駄 土 人學 校 見童 生 徒 間 ノ結 核

LallG。Montgomαy.TuberculosisAmongPupils

foraCanadiaRSchoolforIndians.

BroRdonManitobaIRdllstri&1SchoolforIndian/4
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一24番 ノIndian147人 ノ結 核 感 染 ヲ調 査 シ 〃 モ ノ デ

アツ テ次 ノ如 キ結 論 ヲ得 テ 居,レ。結 核 感 染 者 ハIndian

間 二 白人 間 ヨ リモ多 イ。接 鰻 者 ノ除 去 ト病 竈 出現 トノ

間 隔 ハ7乃 至8年 間 デ ア ル。結 核 感 染 ヲ決 定 ス,レ最 良

ニ シテ最 簡 軍 ナ ル ハtubercUlin反 懸 デ ア ル。 皮 内反

慮 ノ最 好 使 用 量 ・・薄tuberculinO・1mgデ48時 間後

二検 ス ル ヲ最 良 トス ル。肺 結 核 ノ検 査 ニハX線 爲 翼 ガ

最 良 デ ア ル。普 通 ノ爲 方 ヨ リモ斜 方 向 ガ 馴 リ償値 が ア

ル。見童 ノ結 核 感 染 叉 ハ診 蜥 二封 シテ諸 病 候 二基 ク モ

ノハ間 違 デ ア ル。叉 見 童 ノー 般 外 貌 ヤ朕 態 ハ病 竈 ノ存

在 及 活 動 性 ノ 軌 範 ニ ノ・ナ ラ ナ イ。X線 爲 眞 デ 葉 間線

(interlobar}ines)ノ 所 見 ノ・屡 ζ既往 二肋 膜 炎 ノ アツ タ

示 標 トナ ル。(寺 尾 抄)

田 舎結 核 委 員 ノ學童 ノ結 核 調査

D.R.Hastings.TheExaminationoftheSchoo1・Child

forTuberculosisinaRuralCommunity.

1926年 春 以 來MinnesotaGlenLakeSanatorium・

HennepinG)untryNursesAssociation,Hennepin

CountryTuberculosisAssociation等 が協 力 シテHo・

pkiBsScheol及 田 舎 ノHennepin郡 ノ學 校 二於 テ學

童 二理 學 的診 察 、tuberculin検 査 及胸 部 ノX線 検 査 ヲ

行 ヒ結 核 調 査 ヲ シタ モ ノデ1932年 迄 二9.048人 ノ検

査 ノ中 デ各 種 結 核 患 者60名 デ ア ツ タ.内 小 見 型45名

デ成 人 型 結 核 患 者 ハ5名 ア ツタb云 フ。・(寺 尾 抄)

學 童 ノ結 核 獲 見 二 於 ケ ル 結 核 相 談 所 械 査 ト學 校

械 査

EzraBridge&A.MStokes.Dispen§aryExamina・

tionversusSchoolExaminationinDiscovering

TuberculosisinChildren.

結 核 相 談 所 二 於 テ扱 ツ タ 約5倍 ノ見 童 ヲ 田 舎 小 學 校

二於 テ検 査 シタ。 男女 別 ノ・略 く同 数 デ ア ソ タ。學 童

ノ87%・ ・6-15番 デ ア ツタ ガ結 核 相 談 所 ノ方 ・・65

%が 此 年齢 デ アソ タ。學 童 間 ノ感 染 率 ハ2.5%テ 結 核

相 談 所 ノ方 ハ10.1%デ ア ソ タ。 一 部 分 ノ・田 舎 デ ア ツ

タ ガ大 部 分 ・・都 市定 佳 者 デ ア ツ タ。要 之 健 康 田 舎 學 童

b思 バ レル 者 二i封ス 」レ接 鯛 染 者 ノ・約4倍 ヲ 示 シ紐 育

州 ノMouroe郡 デ ノ・田 舎 定 住 者 ノ見 童 中結 核 ハ少 イ。

明瞭 ナ結 核 患 者 ハ2.4%デ 病 竈 ノ アル危 瞼 ト目 サ レル

者 ハO."%デ ア ソ タ。 結 核 相 談 所 扱 ノ 接飼 者 ト病 的

症 状 ノ ア ル者 デ 小 見 型 及 成 人 型 結 核 ヲ 有 ス 」レ者 ハ 學

校 デ扱 ツ タ者 ノ数 ノ10倍 ノ多 キ ヲ示 シタ。 是 等 ノ結

論 ノ・13.754人 ノ見童 二就 テ結 核相 談 所 ト學 校bヲ 比
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較 シテ之 二基 イテ ナ サ レタ モ ノ デ ア ル。(寺 尾 抄)

肋 膜 腔 内肺 剥 離 昌就 チ ノ手 技 卜装 置

」.W.Cutler.ATechniqueandApparatusforIntr-

apleuralPneumolysis.

胸 腔 内癒 著 切 噺 トシテ 善 通 行 ハ ル ・ 方 法 ヲ 多 少 攣 更

シテ之 ヲ記 シ 之 ヲナ ス ニハ 器 具 播 入 前 二 十 分 二透 覗

シテ其 位 置 ヲ確 メ オ キ肺 ノtopographyヲ 胸 廓 前 部 皮

膚 二mercurochromeデ 書 イ テ オ クe手 術 直前 二肺 ヲ

更 二萎 縮 セ シメ テ 癒 著 索 ヲ 空 氣 デ十 分 二 伸 長 セ シメ

テ オ クe氣 胸 針 ・・Cannulaヲ 入 レル豫 定 デ決 メ タ箇

所 へ描 込 ム。 揮 ソタ癒 著 索 ヲ診 断 的th・rac・sc・peノ

方 法 ニ ヨ リ短 時 間 二 調 ペ コ ノ時 燈 ヲ入 レテ大 血 管 及

癒 著 索 内 二包 含 サ レタ肺 組 織 ノ廣 サ ヲモ調 ベ オ ク.然

ル後diathermyニ ヨク癒 著 ヲ 切 ル ノデ噺 面 ノ凝 血 ハ

有 数 ナ,レ止 血 封 子 トシテ働 ク ノデ ア ル.(寺 尾抄)
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